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誰 の声?誰 の身体?
Becke廿演劇 の声 と身体 の関係性
垣口 由香
SamuelBeckettは、現在 に至 るまで 「声 の文化」 を保持 し続 けてい るとさ
れるアイル ラン ド生 まれ の作家 にふ さわ しく、声 に極 めて重要 な役割を与え
た作 品を多 く書 いてい る。例えば、1956年か ら1962年とい うわずか6年 の
間 には、 声 と音 のみ か らなる ラジオ とい う媒 体 にえ らく傾倒 し、AllThat
Fall(1957)を皮 切 りに計6作 もの ラジオ劇 を創作 して いる し、 舞台 におい
て も、テ ープ レコーダーを舞台中央 に備え た、録音 された声を聞 くとい うパ
フォーマ ンスが その劇の 中心 を 占め るKrapp'sLastTape(1958)とい う作
品が ある。
1962年に最後 の ラジオ劇Cascando(1963)を執筆後 は、映画 やテ レビの
ための作 品 が増 え、Beckettの視覚媒 体へ の関心 の強 さが 目を引 くのだが・
舞台 にお いて は、例 えば骨壺か らのぞ く灰色 の顔3っ とい った、1964年の
Playの視 覚的 イ ンパ ク トの強烈 さもさることなが ら、作 品全体 の縮小 に伴 っ
て身体演技 が最小 限に抑 え られる反面、登場人物 によ る物語 の語 りが芝居 の
大部分 を占め るよ うにな り、 したが って声 の重要性 が増 してい くと言 える。
それ ど ころか、1970年代以降 の作 品 は、 それ以前 の作 品 と比 べ、 格段 に
聴覚 的 な特 徴 を帯 び た もの となってい る。 聴覚 的な特徴 として、 ここで は
StevenComorの言葉 を引用 しよう。
One of the most important features of hearing, for example, or of the 
human relation to hearing, is that it seems incomplete and interrogative; 
hearing provides intensity without specificity, which is why it has often
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been thought o be aligned more closely with feeling than with understand-
ing. We need not necessarily think of this in terms of the definition or 
rounding-off that sight gives to hearing. (157)
これ ら特徴 は、70年代以 降のべ ケ ッ ト作 品の特徴 とも合致 してい るよ うに
思われ る。
さ らには、1972年に書か れたNot1(1973)と1974年か ら翌年 にか けて
書かれた 窃α'Ti〃:e(1976)、1975年執筆 のFootfalls(1976)、そ して1980年
のRockaby(1981)とい った作 品 は、声 をそれぞれ異 な った形 の実験 にかけ
るかのよ うな形式 をと ってお り、作家 自身が一作品 ごとに声 の可能性 を試 し
てい る感 さえ あるのであ る。 例え ば、NotIでは発声器官 である口のみ を可
視化 す る ことで、 観客 の意識 をそ の発声 行為 のみ に向 けさせてお り、77Tat
Ti〃ieでは芝居全体 を形成 して いる3っ の声が、 その声 の源 であ るはず の一
人物 とは離れ た3方 向か ら聞 こえ るとい う構成 を とって いる。 またFootfalls
には声 のみの登場人物V(Woman'sVoice)が存在 し、舞 台上 のM(May)は
Vと の対話を行 い、Rockabyは揺 り椅子 に座 った老女 が録音 され た自分 の声
を聞 くという内容 であ る。
そ こで、 本 論 文 で は紙 幅の 関係 上、 上 述 の4作 品 の うちNotIとThat
Timeにおけ る声 にっ いて考察す ることを 目的 とす るのだが、声 を考察 す る
とい うことは、 その声 を発 す る身体 を も当然 の ことなが ら考察対象 とす るこ
とを意味す る。TheAudiblePast:CulturalOriginsofSoundReproductionと
い う著書 の中で、JonathanSterneは'Soundhistoryindexeschangesinhuman
natureandthehumanbody-inlifeandindeath'(12)と言4・、続 けて以下
のよ うに述べ ている。
The  connections among canning, embalming, and sound recording require that 
we consider practices of sound reproduction i relation to other bodily prac-
tices. In a phrase, the history of sound implies a history of the body. (12)
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Stemeは音 あるいは音の再生産の歴史を文化 ・社会的コンテクス トから研究
しているのだが、上記引用の最後のフレーズは非常に示唆的であり、「ベケッ
ト劇における音の歴史にはその身体の歴史が包含されている」 と読み替える
ことも可能であろう。 とすると、NotIとThatTimeという2作品の声の
有 り様を分析することで、ベケット演劇における身体の歴史を垣間見ること
がで きるか も知れない。
INotIとThatTimeにみる内的独 白 とテープ レコーダー
NotIからおよそ1年 の間を あけて執筆 されたTjtCltTimeは、 ベケ ッ トの
伝記作家JamesKnowlsonによ ると、ベケ ッ トにとって は'abrothertoNotI'
(600)と考 え られ ていた よ うで、JohnPillingは両作 品 の近親性 を、それ ぞ
れ舞 台の中心か ら若干外れ たところに位置す る口と頭 という視覚 イ メー ジに
見 ている。1しか しここで は、 この2作 品の持っ近親性の理 由を、視覚イメー
ジにではな く、聴覚 イメー ジに帰 して考えてみたい。
Not1では、Mouthが主張 す ると ころで は'she'の、 しか しMouth自身 で
あ る'1'と思 われる人物 の物 語を、 た くさんの繰 り返 しと ともに意識 に上 る
断片 として、Mouthが、 まさに作 中 に も見 られ る'mouthinfire'(220)とい
う表現 にふ さわ しく、烈 火 の ごと くま くし立 て る。他 方ThatTimeでは、
Listenerの中年 、若 年、 老年 の頃 の意 識 を、 それぞれ録 音 されたA・B・C
の3っ の声(た だ し、これ らはすべて同 じ声であ る)が 異 な った源 か ら間断
な く、 テキス ト上で は一 切のpunctuationなく、語 り続 ける。次 は、 それぞ
れNotIとThatTimeの冒頭 か らであ る。
 ....out  ... into the  world  ... this  world  ... tiny little thing  ... before its 
 time  ... in a  godfor--  ...  what?.  .  girl?..  yes  ... tiny little  girl  ... into this ... 
out into this  ... before her  time  ... godforsaken hole  called  ...  called  ... no 
 matter  ... parents  unknown  ... unheard  of  ... he having  vanished  ... thin
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 air  ... no sooner buttoned up his  breeches  ... she  similarly  ... eight months 
 later  ... almost o the  tick  .... (Not  I  216)
A: that time you went back that last time to look was the ruin still there 
where you hid as a child when was that [Eyes close.] grey day took the 
eleven to the end of the line and on from there no no trams then all gone 
long ago that time you went back to look was the ruin still there where 
you hid as a child that last time not a tram left in the place only the old 
rails when was that (That Time 228)
こ の よ う に 、NotIとL/[QLTimeは と も に 意 識 の 流 れ を 滔 々 と 語 る と い う 点
で 、 非 常 に 近 い 聴 覚 イ メ ー ジ 持 っ て い る 。 っ ま りNotIは 口 の 、ThatTime
は 頭(顔)の 「内 的 独 白 」 か ら成 る劇 な の で あ る。
内 的 独 白 と い う 観 点 は 、BeckettのKrapp'sLastTapeとWilliamBurroughs
のTheTicketThatExploded(1962)にお け る 、'thebody-as-tape-recorder'な
る も の を 分 析 し たN.KatherineHaylesの論 文 に ヒ ン トを 得 て い る の だ が 、
そ こ で 彼 女 は'one'ssenseofselfhoodismaintainedthroughaninternalmono-
Logue'(78)と述 べ る と と も に 、 内 的 独 白 に は フ ィ ク シ ョ ン が 組 み 込 ま れ る
こ と を 指 摘 し て い る 。 ま たKrapp'sを、'mutation'とと も に'thebody-as-tape-
recorder'がこ うむ る 影 響 で あ る'timedelay'(78)と関 連 さ せ て 論 じ、 次 の よ
う に 述 べ て い る 。
The image burns into consciousness the realization that body and voice no 
longer necessarily go together. Voice can persist hrough time outside the 
body, confronting the subject as an externalized other. (78)
テープレコーダーを用 いることで、声は身体の外の時間を生 き、分離 した声
と身体はそれぞれが外的他者 として存在するというわけだ。
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声 と身体 が安 定 した関係を結べない ことは、 ベ ケ ッ ト演劇の特 徴のひ とっ
で あり、そ の理 由としてテープ レコー ダー等 の音声機器 の使用が挙げ られ る。
ThatTimeにお いて も、Krapp'sと同様 に レコーダーが用 い られてお り、 そ
れに よる声 と身体 の分 離 は明 白で ある。 この作 品の ト書 きには こうあ る。
'VoicesABCarehisowncomingtohim[Listener]frombothsidesand
above'(228).
しか しなが ら、 ベケ ッ トが同 じテーマにっ いて異 な った手法で い くっ もの
作 品を書 くタイプの作家 である ことを考え ると、ThatTimeの手法 とKrapp's
の手法を同等 に捉 え ることはで きない。Krapp'sにおいて は舞 台に備 え られ、
可視化 され たテープ レコーダーが、 舞台上 の69歳 のKrappが誕 生 日の記念
にその年 の思 い出を録音 し、 かっ過去 の思 い出を聞 くとい う行為 の媒体であ
り、例え録音 された声 の発 せ られ る源が身体 の外部 にあろ うとも、身体 と声
の結 びっ きを 目に見 え る形 で示 している と言 える。 しか しなが ら、 すでに述
べ たよ うに、ThatTimeの声に対 して は、 その声 の源で ある レコーダーを舞
台裏 に隠 す ことで、 さ らに過酷 な試練 が与 え られてい ると言 え る。 したが っ
て、 身体 と声の関係 はいっそう不安定 な もの とな り、 内的独白を行 うその声
が い ったい誰 の声 なのか?ま た声 が語 る身体 あ るいは声 の主の もので ある
と想定 され る身体 は誰 の身体 なのか?と い った問題を孕む こととな る。
この誰 の声 か?誰 の身 体か?と い う問 いにつ いて考 え る前 に、Notノの
内的独 白を しば らく検 証 してみ ようと思 う。NotIで は音 声機 器 は用い られ
ていない し、 口以外の身体性を有 しないMouthによる内的独 白か ら成 り立 っ
てい るとは言 え、声 が口 とい う発声器官か ら聞 こえて くる ことか ら、声 とそ
の源 という点 か ら考え ると、安定 した関係 を築 いて いるかの ように思われ る。
しか し、Mouthの語 る言葉か らは、別の側面が明 らか にな る。
some flaw in her  make-up  .  .. incapable of  deceit  .  .  . or the  machine  ..  . so 
 disconnected  .  .  . never got the  message  .  .. or powerless to  respond  .  .  . like
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 numbed  .. . couldn't make the  sound  . .  . not any  sound  .  .  . no sound of any 
 kind  .  .  . no screaming for help for  example  . .  .  . (218)
Mouthは内的 独白 にお いて、「彼女の構造 には何か欠陥 があ る」 と言 い、 お
そ ら くはMouth自身 の身体 を'machine'と呼 んで いる。 これ に より、 デ カ
ル トの人 間機 械論 が思 い 出 され るの で はあ るが、 その後 の'nevergotthe
message'であ るとか'powerlesstorespond'、'couldn'tmakethesound'とい
う言葉 か ら、 もっと具体 的 に、Mouthの言 う'machine'が何かの音声機 器 を
表 している と考え られ るのだ。 もうひ とつ引用 を見 てみよ う。
the whole  machine  . .  . but  no  .  .  . spared  that  .  .  . the mouth  alone  . .  . so far  
.  .  . ha!  .  . so  far  .  .  . then  thinking  . .  . oh long  after  .  .  . sudden  flash  ..  . it 
can't go  on  .  .  . all  this  .  .  . all that steady  stream  .  .  . straining to  hear  .
make something of  it  .  .  . and her own  thoughts  . . . make something of 
 them  . .  .  all—.  .  what?  . . the  buzzing?.  . yes  .  .  . all the time the  buzzing  .. 
                                     (220)
'strainingtohear'とあ るが、 ここか ら、Mouthが自分 の発 す る声 を聞 き、
何か意味 ある言葉 を聞 き取 ろうと神経を とが らせてい る様 が想像 で きる。 こ
れ は、EnochBraterも指摘 す るよ うに、 この劇を見なが ら烈火 の ごとく吐 き
出 され る 冒thebuzzing'の意味 を掴 も うと全神 経 を集 中させ る観客 の状 態で
もあ るのは もちろんだが、音声 を録音 し再生 する ことの可能 なテープ レコー
ダーを連想 させないではいない。Mouthが繰 り返 し言及す る頭蓋 の中の'the
buzzing'は、 この文脈で いけば磁気 テープの発す るノイズとい った ところか。
このよ うに、一 見 した ところ、音声機器 とは無縁 と思 われたNotIである
が、 テープ レコーダーの使用 どころかMouthその ものが テープ レコーダー
であ るとい う、Haylesの言 うと ころのまさに'thebody-as-tape-recorder'の様
相 を呈 してい るのであ る。 もちろん、'thebody-as-tape-recorder冒と は言 って
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も、MouthにKrappのような目で確 かめ られ る肉体 はないのであ るが。
しか しな が ら、Mouthの内的独 白の中 に は身体部位 への言及 が多 々見 ら
れ、Notlに 関 して も先 ほどThatTimeの時 と同 じく、 その口か ら発せ ら
れ るの は誰 の声 か?そ の 口あるいはMouthの語 る身体部位 は誰 の ものか?
とい う問い に至 るのである。
IINotIの声 とバ ラバ ラ身体
さて、 ここか らはNotIとThatTimeそれぞれ にお いて、誰 の声 か?誰
の身体か?と い う問いに答 えるべ く、 さ らに詳細 に内的独 白を考察 して いき
たい。 しか し、 この問いに対す る明確 な答 えが得 られる とは考え に くく、 あ
くまで もベ ケッ ト演劇 において実験 的にか き乱 され る声 と身体 の関係 の複雑
さに触 れる ことで、問いの答 えに少 しで も接近 す ることを目指 している。
まず はNotIのMouthに 言葉がや って来 たと きの ことを語 る箇所 を見 て
みよ う。
 realized  ... words were  coming  ... imagine!  .. words were  coming  ... a 
voice she did not  recognize  ... at  first  ... so long since it had  sounded  .. . 
then finally had to  admit  ... could be none  other  ... than her  own  ...  cer-
tain vowel  sounds  .... (219)
Mouthは、「言葉を聞 いて も最初 は誰 の声 なのか分か らなか ったが、 その特
徴 ある母音 か ら自分 自身 の声 と認 あた」 と言 ってい ることか ら、声 はMouth
の ものと断定で き るか も知 れない。 しか し、 内的独 白の形式で 自分 自身の意
識 をその まま声 に出 してい るか に思 え るMouthの物語 なのだが、語 られ る
70歳の老 女 の ことを'who?..no!..she!'と、 自問 自答 と言 うべ きか、 そ れ
ともMouthにのみ聞 こえ るもうひ とっ別 の声 との対話 と言 うべ きか分か ら
ない葛藤 を繰 り返 しっっ も、 とにか く'1'と呼ぶ ことを拒 否 し、 あ くまで も
'she'と三人称 代名詞 で呼 び続 け ることは、 物語 を語 って いるその口 の所有
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者 を不確 かな もの とす る。 先 ほどの引用 に、声 を'noneotherthanherown'
と認 めた とあ ったが、Mouthが'1'と言 わな いか らには、 このIher'とはそ
もそ も誰 なのか とい う疑問 が浮上 す る。Mouthであ る'1'のことな の か、
Mouthの語 る'she'のこ となのか、 あるいは、Mouthがテープ レコー ダーで
あ ることを考 える と、 この レコー ダーに声を録音 した人物 であ るま た別の
'1'なのか、それ とも録音 したTの 物語 る'she'なのか?
ここで視点 を変 えて、可視的身体 を持 たないMouthに よる内的独 白 の中
に、繰 り返 し出て くる身体 に着 目してみよ う。 その際、先 の問いへの答 えは
棚 上げの ままで あるが、便 宜上 これ以降 はMouthの表現 を尊重 し、 そ の身
体 の所有者 に対 しては'she'とい う代名詞 を用 いる こと とする。
'someflaw'のあ る'machine'であ る'she'の身体 は'wholebodylikegone
_justthemouth'(220)と言われ るよ うに、Mouthと同様 に口以外 は消失
して しまった ようであ る。 しか し、そ うとは知 らず、様 々な体位 を想 定 して
Mouthは語 り続 ける。
she did not  know  ... what position she was  in  ... imagine!  .. what position 
she was in! whether  standing  ... or  sitting  ... but the  brain--...  what?  .. 
kneeling?  .. yes  ... whether  standing  ... or  sitting  ... or  kneeling  .. . but the 
 brain  .  .  what?  ..  lying?  ..  yes  ... whether  standing  ... or  sitting  . .. or 
 kneeling  ... or lying.... (217)
身体 の消失 は'she'の意識の問題 なのか も知 れない。
'she'の身体 描 写 にお いて特徴 的 な性質 を表 す言 葉 と して
、'disconnected'
(218)が挙 げ られ る。 とい うの も、口とい う器 官 もdisconnectされた結果 と
考え られ る し、バ ラバ ラに切断 され た身体部位が元 々の役割 を忘 れて しま っ
たかの ような感覚の混乱が多 く認め られ るか らであ る。例 えば、'thebrain...
ravingaway'であ るとか'asifit[themouth]hadn'theard'(220)といった
よ うに、脳が しゃべ り、 口が聞 くとい う混乱 ぶ りだ。2
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別 の'disconnected'の例 で あ る。'Aprilmorning_faceinthegrass...
nothingbutthelarks...pickitupthere...getonwithitfromthere...'
(222).まるで、 「4月のあ る日、 草原 に落 ちていた顔 を拾 って、 それを身 に
っ けた」 と聞 こえな くもない。
手 に関す る言及 は他 の部位 と比べ、比較的多 く見 られるのだが、それ はさ
らに奇妙 な様 を呈 す る。 まず は 内的独 白が始 ま って間 もな く、'off-hand'
(217)とい う言葉で登場す る。 これ は もちろん 「即座 に」 という意味なのだ
が、 これ を'offと'hand'に分 けて捉え た と き、 「手 を切 り離 して」 とか
「手か ら離 れて」 と理解 す ることもで きる。 とい うの も、Mouthは一語一語
を明確に聞 き取 ることの不可能なほどのス ピー ドで語 っているのであり、 ジャ
バ ラ姿で舞 台左手 にたたずむAuditorあるい は観客 において誤聴 が起 こるの
も致 し方 な いであ ろ う。 とい うよ りむ しろ、 この ような誤聴を故意 に誘 発 し
よ うと して いるか の ように も思われ る。 なぜ な ら、'she'の「手 の ない」身
体像 は後 の語 りに も現れ て くるか らだ。Mouthはス ーパ ーマーケ ッ トへ買
い物 に行 った'she'につ いて、 次の ように語 る。'evenshopping_outshop-
ping...busyshoppingcentre...supennart...justhandinthelist...withthe
bag...'(221).これ は 「手 に は買 い物 リス トを持 って」 とい う意 味であるの
であ ろうが、すで に述 べた よ うに'she'の身体 を描写す る際 のキー ワー ドが
'disconnected'であ ることを鑑 み ると、 厂買 い物 リス トにはただ手 とあった」
と解釈 して も何 ら違和感 は感 じられない。晴れて彼女 は失 くした手をスーパ ー
マーケ ッ トで買 い求 あたわ けだ。
StevenComorは、 話者 と声が'disconnect'され た腹 話術 師の手 は術 師 と
人形 をっな ぎ、声 を伝 達す るワイヤーを象徴 してい る、 と興 味深 くも指摘 し
てい る。 とす ると、手 を購 入す るとい う'she'の行動 は、身体か ら分離 して
'thinair'(216)へと逃 げて行 こうとする声 をっ な ぎ止 めたい、 とい う思 いか
ら来 てい るのか も知 れない。
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IIIThatTimeはで っち上 げ
ThatTimeの声A・B・Cも 、NotIのMouthと同 じよ うにTと い う一人
称代名 詞 は用 いず、舞台 の中央脇 に浮 かぶFaceの所有者 で あるListenerの
ことを'you'と二 人称 で語 って いる。 ここではA・B・Cを それぞれFaceの
中年期、青春 の頃、 そ して老年期 の声 とみな し、 自己へ向 けた内的独 白 と解
す ることは容易 か と思 われる。
しか し、A・B・Cが それ ぞれの内容 を うま く反映 しなが ら、連想 ゲ ーム
の ように代 わ る代 わ る語 り続 ける様 は、声 自体 に独立 した意志が あり、A・
B・Cに は自分以外 の声 も聞 こえて いるかのよ うに感 じられ る。次 の引用 は
中年 期 の声Aに よる子供 の頃を思 い出 しての独 白であ る。
or talking to yourself who else out loud imaginary conversations there was 
childhood for you ten or eleven on a stone among the giant nettles making 
it up now one voice now another till you were hoarse and they all 
sounded the same well on into the night some moods in the black dark or 
moonlight and they all out on the roads looking for you. (230)
子供 時代 のAが 自分 の声 を複数 の声 に分 け、 想像上 の会話 を楽 しむ場 面 な
のだ が、最後 のセ ンテ ンスの'theゾを'voices'ととると、過剰 な声が帰 る場
を失 くし、声 の源 であ るAを 探 して いる と解 釈で きる。 これは、1/{QLTime
というひとっ の頭 に3っ の声、 とい う劇 その ものを象徴す る語 りで あ り、 し
たが って、A・B・Cの 声 がその源 であ るFaceへ戻 れない状況 を表 して いる
と考 え られ る。声 が舞台裏 か ら聞 こえ るThatTimeでは、NotI以上 に声 と
身体 の分離が激 しい。
以下 は老人Cの 語 りであ る。
when you started not knowing who you were from Adam trying how that 
would work for a change not knowing who you were from Adam no
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notion who it was saying what you were saying whose skull you were 
clapped up in whose moan had you the way you  were.  .  . (231)
老人Cは 「自分 が誰 な のか」 か ら始 ま り 「誰 の嘆 きを発 してい るのか」 ま
で、 すべて分 か らな いと言 う。声Cに 限 らず、 「自分が誰 なのか?」 とい う
疑問 は繰 り返 し発せ られ るのだが、答 えを得ぬ まま虚 空へ と消 えて行 く。 こ
れが まさに、身体か ら分離 した声の有 り様 だ と思わせ るものがなかろ うか。
声A・B・Cに 共通 して聞かれ るフ レーズは'makingitup'であ る。 っ ま
り、A・B・Cの3つ の声 はそれぞれに自分 自身 の話 をすべ て 「で っち上げ」
だと言 うのだ。小 麦畑 の石臼の上 で、女性 と愛 を誓い合 った 日の ことを語 る
若者Bの 独白 には、小 麦畑 にあるはずのな い窓 が突然 登場 し、Bは 次 のよ
うに続 ける。
or by the window in the dark harking to awl not a thought in your head 
till hard to believe harder and harder to believe you ever told anyone you 
loved them or anyone you till just one of those things you kept making 
up to keep the void out just another of those old tales to keep the void 
from pouring in on top of you the shroud (230)
Haylesは自己を保 っ ための内的独 白には フィ クシ ョンが含 まれ る と言 って
いたが、ThatTimeにおいてはす べてが フィク シ ョンであ り、 自己を保持す
るどころか、 声Aの'makingyourselfallup'とい う言葉 にあ るよ うに、 自
己存在 その もの もまたで っち上 げ られた フィクシ ョンとな らざ るを得 ない。
そ して この ことは、 フィクシ ョンを孕 みっっ も、 自己存在 を保持 し続 けるの
に必要 な声 と身体 とのつなが りが絶 たれてい ることに関係 している と思 われ
る。
ここまで見 て きた よ うに、 同 時代 に書 か れ たBeckettのNotIと 跣α∫
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Ti〃zeは、 それぞれ異 な ったや り方 で声 を実験 台に乗せて いる と言 え る。 そ
して、 それ ぞれの実験 内容 に応 じて、声 は身体 と辛 うじてつ なが った状況 を
保 っか、 あるいは完全 に切 り離 され遊離す るか、 とい った状況 に置か れて い
る。 このよ うな声 と身体 の不安定 で分離 した関係 は、同時 に身体 また は存在
その ものの不安定性 を表現 して い るよ うに思わ れ る。VeitErlmamはBut
WhatoftheEthnographicEar?Anthropology,Sound,andtheSenses'の中で、
'hea血gculture'なるもの にっ いて論考 し、それが'newwaysofknowinga
cultureandofgainingadeepenedunderstandingofhowthemembersofaso-
cietyknoweachother'(3)を概念化す る可能性 を持 ってい ると示 唆 し、以下
の ように続 ける。
 It is not only by accumulating a body of interrelated texts, signifiers, 
and symbols that we get a sense of the relationships and tensions making 
up a society. The ways in which people relate to each other through the 
sense of hearing also provide important insights into a wide range of is-
sues confronting societies around the world as they grapple with the mas-
sive changes wrought by modernization, technologization, and globalization. 
                                    (3)
NotIとThatTimeが書 かれ た1970年代前半 は、Beckettの聴覚 メ デ ィァ
を用 いたahearingdramaとも言 える戯曲が多数創作 された、彼 の演劇史 に
お ける一 時期 にあた り、 この時期Beckettはそれまでの安定 した身体概念 を
破壊 し、新 たな身体 を模 索 していたよ うに思 われてな らない。本論文 で取 り
上 げた2作 品 も含め た、Beckettの一連 のhearingdramasの分析 か ら 「新
しい知」 の可能性 が見出せ るであろ う。
註
tJohnPillingは次 の よ う に 述 べ て い る 。'Therelationshipis,ofcourse,tobeseenat
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itsclosestinthevisualimage:theheadofanoldman,theListener,suspendedin
thedarkness,tenfeetabovestagelevel,comparedwiththatofMouthplacedata
slightlylowerlevelinNotI'(206).
2Beckett作 品 お よ び モ ダ ニ ズ ム の 「共 感 覚 」 性 に っ い て は 、StevenConnorの
'Edison'sTeeth:ToucingHearing'かっ 田 尻 芳 樹 の'BeckettandSynaesthesia'を参
照 。
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